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こう言えるかもしれません

「ものみの塔」

質問：みんながこの言葉に沿って生活すれ

ば，世の中はもっと住みやすくなると思われ

ませんか。

聖句： ヘブ １３：１８

こう言えます：聖書はすべてのことに正直

であるよう勧めています。 生活のすべての

面が関係しています。 この点が 「ものみの

塔」で取り上げられています。

「ものみの塔」 （最後のページ）

質問：この質問についての皆さんの意見をうかがっていま

す。 ［最初の質問を読む。］死んだ後も何か別の形で生き

続けると信じている人もいれば，死んだらすべてが終わる

と考えている人もいます。どう思われますか。

聖句： 伝 ９：５

こう言えます：この記事では，聖書がこのテーマについて

何と述べているかがさらに取り上げられています。 読んで

みるのはいかがですか。次回，この部分から話し合えれば

と思います。

「神からの良い知らせ」

こう言えます：お会いできた方に無料の聖

書レッスンについてお知らせしています。 こ

の冊子は，重要な質問の答えが聖書のどこ

に出ているかを示しています。

質問：聖書をお読みになったことはありま

すか。この冊子を使ったレッスンは難しくあ

りません。 ［２課の１つ目の質問について考

える。］

聖句： 啓 ４：１１

あなたならどう言いますか
______________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________

質問：

聖句：

こう言えます：

「
良
い

知
ら
せ

」
の
ブ
ロ
シ
ュ
ア

ー
を
使
っ
て
い
る
姉

妹
た
ち

，
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

２０  １ ６ 年 １ 月

クリスチャンとしての生活と奉仕
集会ワークブック

http://www.jw.org/finder?wtlocale=J&srcid=pdf
http://www.jw.org/finder?wtlocale=J&prefer=lan&pub=fg
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 「真の崇拝のために懸命に働く」： （１０分）

代二 ２９：１０‐１７ ヒゼキヤは決意をもって真の崇拝を回

復させる

代二 ３０：５， ６， １０‐１２ ヒゼキヤはすべての義なる者を

崇拝のために呼び集める

代二 ３２：２５， ２６ ヒゼキヤはごう慢さを正して謙遜に

なる （塔０５ １０／１５ ２５ページ２０節）

 霊的な宝石を見つける： （８分）

代二 ２９：１１ 優先順位に関して，ヒゼキヤはどんな良い

手本を残しているか （塔１３ １１／１５ １７ページ６‐７節）

代二 ３２：７， ８ 将来の困難に備えるための最も実際的

なことは何か （塔１３ １１／１５ ２０ページ１７節）

今週の聖書通読からエホバについて何を学べるか

今週の聖書通読のどの点を宣教で活用できるか

 聖書朗読： 代二 ３１：１‐１０ （４分以内）

 今月の宣教の準備： （１５分）

討議。 「ものみの塔の紹介方法」の１つ目のビデオを再生

して，役立つ点を討議する。 奉仕者が再訪問の土台をどの

ように据えているかに注目する。 「ものみの塔」 の２つ目

の紹介方法，次いで 「良い知らせ」のブロシュアーの紹介

方法についても同じように討議する。 「『良い知らせ』 の

ブロシュアーを用いた研究の方法」 の部分も考える。自

分の言い方を書き込むよう勧める。

 １２７番の歌

 「真の崇拝の場所を建設し維持する特権」： （１５分） 討議。

王国会館建設に携わったことのある人たちに， 得た喜び

について述べてもらう。 王国会館の清掃や維持管理を担

当している１人の兄弟に短くインタビューし， 地元の会衆

の取り決めについて話してもらう。

 会衆の聖書研究： 倣 ６章１‐１４節 （３０分）

 今日の集会で学んだこと， 来週学ぶこと （３分）

 １４２番の歌と祈り

注記： 一度，曲を最初から最後まで再生してください。そ

れから，新しい歌を皆で歌います。

１月４‐１０日 | 歴代第二 ２９‐３２章

 １１４番の歌と祈り

 開会の言葉 （３分以内）

神の言葉から宝を探す

野外奉仕に励む

クリスチャンとして生活する

イスラエルの神殿の建設には多く

の仕事と資金が必要でした。 それ

でも，イスラエル人はそのプロジェ

クトを熱心に支持しました。 （代

一 ２９：２‐９。 代二 ６：７， ８） 神殿

完成後の維持管理は，イスラエル

人の霊性の度合いをよく表わして

いました。 （王二 ２２：３‐６。 代二

２８：２４； ２９：３）今日，クリスチャ

ンは， 王国会館や大会ホールの建

設，清掃， 維持管理のために時間

と努力を惜しみません。 この分野

でエホバと共に働くことは大きな

特権であり，神聖な奉仕の一部で

す。 —詩 １２７：１。啓 ７：１５。

わたしたちにできること

 毎回の集会後，きれいにする。できることが限られているなら，座席の周りの

ごみを拾う。

 定期的な王国会館の清掃や維持管理に参加する。 大勢で行なえば，仕事は楽

しくなり負担は軽くなる。 —愛 ９２‐９３ページ１８節。

金銭面で支持する。 「小さな硬貨二つ」の寄付だとしても，心から行なうなら

エホバは喜ばれる。 —マル １２：４１‐４４。

状況が許すなら，神権的な建物の建設と改装のボランティアを行なう。建設の

仕事の経験が要求事項ではない。

真の崇拝の場所を建設し維持する特権
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 １‐８日：神殿を清める

 ９‐１６日：神殿を神聖なものとすることが

完了する

 全イスラエルのための贖

罪

と真の崇拝の

回復が始まる

 走者が遣わされ，ベエル・シェバからダンに及ぶ

全土に過ぎ越しを知らせる手紙が送られる

 あざ笑う人たちもいたが，多くの民はこたえ

応じた

１月４‐１ ０日

歴代第二 ２９‐３２章 |真の崇拝のために懸命に働く

ヒゼキヤの治世西暦前７４６‐７１６年

西暦前７４０年 サマリアの陥落
２９：１０‐１７ ヒゼキヤは決意をもって真の崇拝を回復させる

ニサン

１

２

３

神 殿

１

２

３

１ エホバの家

２ 玄関

３ 奥の中庭

３０：５， ６， １０‐１２

ヒゼキヤはすべての義なる者を崇拝のために呼び集める

ダン

イスラエル

エルサレム

ベエル・シェバ

ユ ダ



4

 「エホバは真の悔い改めを重視される」： （１０分）

代二 ３３：２‐９， １２‐１６ 真に悔い改めたのでマナセは憐


れみを受けた （塔０５ １２／１ ２１ページ４節）

代二 ３４：１８，３０，３３ 聖書を読み，読んだ事柄を黙想す

ると， 大きな影響を受ける （塔０５ １２／１ ２１ページ９節）

代二 ３６：１５‐１７ エホバの同情や辛抱を当たり前のも

のと考えてはならない （塔０５ １２／１ ２１ページ６節）

 霊的な宝石を見つける： （８分）

代二 ３３：１１ マナセがバビロンに連れて行かれた時，ど

んな預言が成就したか （洞‐１ ８８ページ２節）

代二 ３４：１‐３ ヨシヤの手本からどんな励みを得られる

か （塔０５ １２／１ ２１ページ５節）

今週の聖書通読からエホバについて何を学べるか

今週の聖書通読のどの点を宣教で活用できるか

 聖書朗読： 代二 ３４：２２‐３３ （４分以内）

 最初の訪問： （２分以内） 「ものみの塔」 の特集記事を用

いて雑誌を紹介する。再訪問の土台を据える。

 再訪問： （４分以内） 「ものみの塔」 の特集記事を紹介し

て良い反応だった人をどのように再訪問するかを示す。

次の訪問の土台を据える。

 聖書研究： （６分以内）聖書研究を行なう。 （何 ９‐１０ペー

ジ６‐７節）

 ７７番の歌

 悔い改めていることが重要： （１０分） 長老による話。

（塔０６ １１／１５ ２７ページ７‐９節）

 惜しみなく許す： （５分） 討議。 「エホバの友になろう」の

「おしみなくゆるす」のビデオを再生する。 （jw.orgを開

く。ホーム>聖書の教え >子ども） その後，学んだこ

とを子どもたちに注解してもらう。

 会衆の聖書研究： 倣 ６章１５‐２３節，５７ページの囲み，５８

ページにある復習 （３０分）

 今日の集会で学んだこと， 来週学ぶこと （３分）

 ６番の歌と祈り

１月１１‐１７日 | 歴代第二 ３３‐３６章

 ３５番の歌と祈り

 開会の言葉 （３分以内）

神の言葉から宝を探す

野外奉仕に励む

クリスチャンとして生活する

歴代第二 ３３‐３６章 |エホバは真の悔い改めを重視される

マナセ

捕らわれ以前の統治

 偽りの神々の祭壇を

築いた

自分の子どもを犠牲

としてささげた

 罪のない人々の血を

流した

 国中で心霊術的な慣行

を推し進めた

マナセがアッシリアの

捕虜となり，足かせを付けて

バビロンに連れて来られるのを

エホバは許された

釈放後の統治

 大いにへりくだった

 エホバに祈り，犠牲を

ささげた

 偽りの神々の祭壇を

取り除いた

 エホバに仕えるよう民に

強く勧めた

ヨシヤ

統治の全期間

 エホバを求めた

 ユダとエルサレムを清めた

 エホバの家を修復し，

律法の書を見つけた



エホバは，エルサレムの神殿での真の崇拝の回復を約束された。 しかし，バビロンでの流刑

から帰還した民には，王からの建設中止命令など，多くの障害があった。多くの人は，建設が完

了しないのではないかと心配した。

エズラ １‐５章 |エホバは約束を守られる

西暦前５３７年頃

キュロスが神殿再建の布告を出す

３：３

第７の月

祭壇が設置され，犠牲がささげられる

３：１０， １１

西暦前５３６年

土台が据えられる

厳しい反対の期間

４：２３， ２４

西暦前５２２年

アルタクセルクセス王が

建設を停止させる

５：１， ２

西暦前５２０年

ゼカリヤとハガイは，

建設を再開するよう

民を励ます

６：１５

西暦前５１５年

神殿完成
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 「エホバは約束を守られる」： （１０分）

［「エズラの紹介」ビデオを再生する］

エズ ３：１‐６ エホバの預言は必ず実現する （塔０６ １／１５

１９ページ２節）

エズ ５：１‐７ エホバはご自分の民が成功するように物事

を動かすことができる （塔０６ １／１５ １９ページ４節。 塔８６

１／１５ ９ページ３節。 塔８６ ２／１ ２９ページ囲み）

 霊的な宝石を見つける： （８分）

エズ １：３‐６ 自発的にエルサレムに戻らなかったイスラ

エル人は，信仰が弱かったとは言い切れないのはなぜか

（塔０６ １／１５ １７ページ５節， １９ページ１節）

エズ ４：１‐３ 援助の申し出を退けたのはなぜか （塔０６

１／１５ １９ページ３節）

今週の聖書通読からエホバについて何を学べるか

今週の聖書通読のどの点を宣教で活用できるか

 聖書朗読：エズ ３：１０–４：７ （４分以内）

 最初の訪問： （２分以内） 「ものみの塔」の最後の記事を

用いて雑誌を紹介する。再訪問の土台を据える。

 再訪問： （４分以内） 「ものみの塔」の最後の記事を紹介

して良い反応だった人をどのように再訪問するかを示す。

次の訪問の土台を据える。

 聖書研究： （６分以内） 聖書研究を行なう。 （何 ２０‐２１

ページ６‐８節）

 ４０番の歌

 「これらほかのものはみなあなた方に加えられる」： （５分）

マタイ ６章３３節とルカ １２章２２‐２４節に基づく話。 王国

を第一にするなら物質的な必要を満たす，というエホバ

の約束の成就に関する経験を， 聴衆に述べてもらう。

 あなたの言葉， 「はい， でありながら， なお， いいえ」？ ：

（１０分） 討議。 （塔１４ ３／１５ ３０‐３２）

 会衆の聖書研究： 倣 ７章１‐１４節 （３０分）

 今日の集会で学んだこと， 来週学ぶこと （３分）

 ４１番の歌と祈り

１月１８‐２４日 | エズラ １‐５章

 ８５番の歌と祈り

 開会の言葉 （３分以内）

神の言葉から宝を探す

野外奉仕に励む

クリスチャンとして生活する



 「エホバは進んで行動する人を望まれる」： （１０分）

エズ ７：１０ エズラは心を整えた

エズ ７：１２‐２８ エズラはエルサレムへの帰還の準備を

した

エズ ８：２１‐２３ エズラは，エホバが民を守ると信頼した

 霊的な宝石を見つける： （８分）

エズ ９：１， ２ 「各地の民」 との異民族結婚はどれほど深

刻な脅威となったか （塔０６ １／１５ ２０ページ１節）

エズ １０：３ 子どもたちが妻たちと一緒に出されたのは

なぜか （塔０６ １／１５ ２０ページ２節）

今週の聖書通読からエホバについて何を学べるか

今週の聖書通読のどの点を宣教で活用できるか

 聖書朗読：エズ ７：１８‐２８ （４分以内）

 最初の訪問： （２分以内） 「良い知らせ」のブロシュアーを

紹介し， 第８課，質問１の１節目を話し合う。再訪問の土台

を据える。

 再訪問： （４分以内） 「良い知らせ」のブロシュアーを受け

取った人をどのように再訪問するかを示す。 第８課，質問

１の２節目を話し合う。次の訪問の土台を据える。

 聖書研究： （６分以内） 「良い知らせ」 のブロシュアー， 第

８課，質問２を用いて聖書研究を行なう。

 １３８番の歌

 「宣教の技術を向上させる 再訪問の土台を据える」： （７

分） 討議。 「ものみの塔」，または 「良い知らせ」 のブロ

シュアーを配布した後， 奉仕者が再訪問の土台を据える

ための重要な点を， 「１月の宣教の技術」のビデオを再生

して示す。

 会衆の必要： （８分）

 会衆の聖書研究： 倣 ７章１５‐２７節，６６ページにある復習

（３０分）

 今日の集会で学んだこと， 来週学ぶこと （３分）

 １２０番の歌と祈り

１月２５‐３１日 | エズラ ６‐１０章

 １０番の歌と祈り

 開会の言葉 （３分以内）

神の言葉から宝を探す

野外奉仕に励む

クリスチャンとして生活する
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なぜ大切か：

わたしたちは，まいた真理の種に

水を注ぎたいと思います。 （コリ

一 ３：６） 関心を示す人に会った

ら，次の訪問で話し合う質問を残

してくるとよいでしょう。 家の人の

期待を高め，再訪問の準備もしや

すくなります。次の訪問で，前回の

質問の答えを伝えるためにお訪

ねしたと言えます。

どのように行なうか：

 家から家の証言を準備するとき，再訪問で話し合うための質問も考えておく。

提供しようと思う文書の中に答えがある質問や，再訪問で紹介できる研究用

の出版物に答えが出ている点を質問できる。

関心を示す人との会話の最後に，また会ってお話ししたいと述べてから，準備

した質問をする。 可能であれば連絡先を尋ねる。

再び訪ねる日や時間を家の人に伝えたなら， 約束を守る。 —マタ ５：３７。

宣教の技術を向上させる

再訪問の土台を据える



 エズラは，エホバの崇拝を推し進めるため，エルサ

レムに帰還する許可をアルタクセルクセス王から

得る

 王は，エホバの家のためのエズラの 「願いをみな」

かなえた。金，銀，小麦，ぶどう酒，油，塩などの総額

は，今日の１億㌦（１２０億円）を超える

 エルサレムへの帰還は困難な旅だった

 危険な地域を通る１０００㍄（１６００㌔）ほどの道のり

 到着までに約４か月かかった

 帰還する民には，強い信仰，真の崇拝への熱意，勇気

が必要だった

１月２５‐３１日

エズラ ６‐１０章 |エホバは進んで行動する人を望まれる

７：６， ２２； ８：２６， ２７

エズラはエルサレムへの帰還の準備をした

通ったと考えられる

ルート

バビロニア帝国

メディア‐ペルシャ帝国

７：１３； ８：２１‐２３

エズラは， エホバが民を守ると信頼した

エルサレム

バビロン

０マイル ２５０

０キロ ２５０

エズラが携えて行った物

重さ７５０タラント

を超える金と銀

=
成熟した雄のアフリカ

ゾウ３頭分の重さ

帰還する民が直面した問題

略奪隊，砂漠の道，危険な野生動物
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１月４‐１ ０日

「良い知らせ」のブロシュアーを用いた研究の方法

１ 数字の付いた太字の質問を読

み， 家の人が要点に注目でき

るようにする。

２ 続く節を読む。

３ 斜体の聖句を読む。よく考えた

質問をして，数字の付いた質問

に聖書がどのように答えてい

るかを理解できるよう助ける。

４ 数字の付いた質問の下に他の

節があるなら， ２と３のステッ

プを繰り返す。 質問に対応す

る jw.orgのビデオがあるなら，

話し合いの時に見せる。

５ 数字の付いた質問の答えを尋

ね， 理解しているかどうかを確

かめる。
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